
お申込み・お問合せ先

立命館孔子学院（立命館大学 国際平和ミュージアム2階）
〒603-857 京都市北区等持院北町56-1 立命館大学 アカデメイア立命21内
TEL：075-465-8426 FAX：075-465-8429
Mail：koza＠st.ritsumei.ac.jp HP：http://www.ritsumei.ac.jp/confucius/

※感想を話し合いますので、事前に作品を
読んでご参加ください。

テキスト・作品

NHK出版『白い犬とブランコ 莫言自選短編集』吉田富夫
訳 定価1,870円（ISBN978-4-14-005436-9）所収の作品
を順に読んでいます。（テキスト購入費は参加者負担と
なります）
一回参加してからテキストを購入したいというお試し参
加も歓迎します。事務局にご相談ください。

お申込み方法

前日までに孔子学院事務局まで、電話・FAXもしくは
メールにてご連絡下さい。

本を読むのが
好きな方、

現代中国の小説に
興味がある方、

一緒に読書会を
しませんか。

ノーベル文学賞受賞作家

莫言 著

講師：永井 英美 氏

（立命館孔子学院中国語講師）

7/17（土）

12:30～14:30
立命館孔子学院図書室
参加無料

NHK出版
『白い犬とブランコ莫言自選短編集』より

「涸れた河」

作品冒頭部分

濡れそぼった真っ赤な大きな月が村の東側の暮れなず
む原野から昇ったとき、村の中に立ち込めていた靄（も
や）はひときわ濃くなり、かつ月の凄艶な赤い色に染め
られたように見えた。太陽は沈んだばかりで、地平線に
はまだ紫の雲のふとい帯が残っていた。痩せっぽちの小
さな星がいくつか、陽と月の間でつかの間、青白い光を
放っていた。
村にはある種神秘的な気配に包まれ、犬の鳴き声も猫

の鳴き声もせず、ガチョウやアヒルも黙りこくっていた。
月が昇り、陽が沈み、星の光が消えつつあるそのとき、

男の子が一人、半開きの粗末な門から忍び出た。――


